
さとうきびが砂さ 糖とう をつくるしくみ ６年生　理科　植物のからだのはたらき

精糖工業会「さとうのはなし」
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葉のはたらき
光のエネルギーを使って、空気
中の二酸化炭素と地中の水から
酸素と養分（砂糖）をつくる。
できた養分は、植物のからだ全体
に送られ、成長に使われるほか、
茎にたくわえられます。

茎のはたらき
●植物のからだを支える。
●水や養分の通り道になる。
●養分（砂糖）をたくわえる。

根のはたらき
●植物のからだを支える。
●水や肥

ひ
料
りょう
分をすい上げる。

さとうきびってどんな植物？

イネ科の植物で、砂糖の原
料です。熱帯・亜熱帯の地域
でよく育ち、日本では沖縄県、
鹿児島県の南西諸島で栽

さい
培
ばい
され

ています。成長すると、茎の太さは３～５cmに、背
せ
丈
たけ

は２～３mになります。

わたしたちが食べている砂糖は、茎にたくわえられた砂糖分を取り出して作られています

さとうきびは、光のエネルギーを使って二酸化炭素と
水を原料に砂糖をつくり、茎くきにたくわえます
植物は、空気中の二酸化炭素と根からすい上げた水を原料

に、光のエネルギーを利用して、葉で酸素と炭水化物（養分）
をつくります。さとうきびの場合は、養分として砂糖がつくら
れ、茎にたくわえられます。
砂糖を多くたくわえる植物は、さとうきびのほか、てんさい

（砂糖大根、ビート）などがあります。


